
� 問題と目的

１．親の養育態度と自尊感情について

親子関係は，子どもが経験する最初の対

人場面であり，初めて社会的スキルを学習

する場面である（戸ヶ崎，１９９９）。そのた

め，養育者からの子どもへの働きかけは，

子どもの発達に大きな影響を与えるもので

ある。特に，幼少期における親の養育態度

の重要性について指摘されている。幼少期

の親の養育態度と子どもの自尊感情に関連

が見られることは数多くの研究において報

告されており，例えば，山下ら（２０１０）に

よると，子ども時代の両親の養育態度と子

どもの自尊感情の間に関連が見られ，高い

自尊感情を育てるためには，愛情や共感だ

けでなく，過保護にならず自律を促進する

養育態度が重要であると述べている。さら

に，養育者がどのように子どもたちを養育
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要 約

研究１の目的は，子どもの発達に良い影響を与えるであろう「褒め」・「叱り」・「見守

り」のバランスについて検討すること，研究２の目的は，「褒め」・「叱り」・「見守り」と

いった親の養育態度が個人の内的作業モデルを媒介し，自尊感情にどのような影響を及ぼ

すのかについて検討することであった。大学生２６６名を対象に，�親の養育態度（筆者作
成），�内的作業モデル測定のための「一般他者を想定した愛着スタイル尺度」（中尾
ら，２００４），�自尊感情尺度（山本ら，１９８２）から構成される質問紙調査をGoogleフォー

ムにて実施した。研究１の結果，自尊感情得点が最も高かったのは「見守り」＞「褒

め」＞「叱り」であり，最も低かったのは「叱り」＞「褒め」＞「見守り」であった。研

究２では，共分散構造分析による内的作業モデルの媒介効果についての検討を行った。そ

の結果，「親密性の回避」の媒介効果のみが認められ，親の養育態度得点が低いほど，「親

密性の回避」得点が高く，「自尊感情」得点も低い傾向が見られた。
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していくかだけではなく，そのような養育

者の養育態度を子どもたちがどのように認

知しているかという「養育認知」の重要性

も指摘されている。幼少期の養育経験を肯

定的に認知しているほど自尊感情が高くな

ることが明らかとなっている（島，２０１４；

金政，２００７）。

２．「褒め」と自尊感情について

養育者の子どもへの養育行動について，

褒めることや叱ること，そして，見守るこ

とについての先行研究が数多く見受けられ

る。実際の養育の場面において，養育者は

褒めたり，叱ったり，時には見守りなが

ら，日々子どもたちと関わっているのでは

ないだろうか。そのため，養育者や教育者

など子どもたちと関わる人々は，褒めるこ

とや叱ることについて関心を寄せているの

だという。

まず，「褒め」と自尊感情の関連につい

て述べる。褒めるという行為は，他者の良

い点を指摘・評価することである（澤口

ら，２０１４）。子どもにとって養育者から褒

められる経験は，自分自身の存在や行為へ

の承認を意味し，さまざまな先行研究にお

いて，自尊感情のような感情的側面に影響

を与えることが明らかにされている。例え

ば，井上（２０１５）によると，自尊感情の高

い人のほうが，そうでない人よりも幼少期

に両親からよく褒められていたと感じてい

るという。橋本（２０１７）においても，母

親，父親，教師にかかわらず，よく褒めら

れたと回答した者の自尊感情が高い傾向に

あると報告している。これらの結果から，

養育者から褒められた経験の多さが，自尊

感情の高さと結びついていることが窺え

る。このように，子どもを褒めて育てるこ

とが望ましいという考え方が広く共有され

ており，「褒め」は子どもと関わる大人た

ちによって日常的に用いられているのであ

る。

３．「叱り」と自尊感情について

次に，「叱り」と自尊感情の関連につい

て述べる。松島ら（２０２０）によると，２０１０

年以降から，叱ることを減らす代わりに褒

めることを推奨する「叱らない子育て」が

流行したという。その理由として，その時

期に日本において児童虐待が社会問題化し

たことが挙げられ，叱ることは，直接的に

虐待につながる可能性があるために叱るこ

とよりも褒めることに重点をおいた子ども

との関わりを養育者は好むようになったの

だという。子どもたちと関わる養育者や教

育者は，子どもを「叱りつけ」悪い行いを

修正するよりも，「褒めて」良いところを

伸ばそうと考えているようである。

確かに，先行研究から，「叱るという行

為は，叱られ手である子どもの行為を叱り

手が否定するメッセージを含むものであ

り，子どもとのコミュニケーションを阻害

する危険性をはらんでいる」（佐藤ら，

２０１３）という指摘もある。つまり，養育者

が用いる「叱り」の目的や意図が子どもに

伝わらず，延いては，養育者が子どもを

「叱る」ことによって，養育者と子どもの

関係性が脅かされる可能性が示唆されてい

る。そして，養育者から否定される経験

が，子どもの自尊感情を低下させる可能性

があることが明らかになっている。例え

ば，野村ら（２００８）によると，親の否定的

な言葉は，子どもの自尊感情の発達を妨
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げ，低くすることにつながるという。やは

り，重要な他者である養育者から受容され

ず，否定される経験は子どもの自尊感情を

傷つけることにつながると考えられる。さ

らに，親からかけられる言葉が否定的であ

る場合，親の口調や態度などから子どもは

否定されていると感じ，低い自尊感情につ

ながるのではないか（野村ら，２００８）と考

察している。これは，子どもの自尊感情の

低下につながるのは，養育者の「否定的な

言葉」だけではなく，その否定的な言葉を

用いる養育者の「口調」や「態度」といっ

たノンバーバル情報も大いに影響を与えて

いる可能性が示唆されているのである。こ

のように，「叱り」についてのネガティブ

な側面が強調されているが，本当に子ども

のよりよい発達を疎外するものであるのだ

ろうか。先行研究の中には，「叱ることが

子どもの自尊感情の低下につながるとは言

えない」（井上，２０１５）という報告もあ

り，叱ることと自尊感情の関係性について

は，褒めることとの関連性ほど明らかにな

っているとは言えないのが現状である。

養育者が「叱り」を用いるのは，子ども

たちの社会的に望ましいとは言えない行動

を改善させたい，社会的に望ましい行動を

身に着けてほしいという思いからではない

だろうか。叱りについて，阿部ら（２０１４）

によると，「個人が不当と認識する行為を

相手に指摘し，改善を求める行為」と定義

されている。そして，叱ることは問題行動

の抑制だけではなく，子どもの人格形成や

社会化において非常に重要な役割を果たし

ているという。このことから，叱ることに

は，少なからず子どもたちの心理社会的な

育ちにポジティブな影響も与えていると考

えられる。時に，叱ることも子どもの発達

に必要不可欠なものであり，自尊感情を高

める役割を果たしていることが推察され

る。

４．「見守り」と自尊感情について

続いて，「見守り」と自尊感情の関連に

ついて述べる。日本においては，諸外国と

比べて，子どもたちを「見守る養育」が重

要視されているのだという。日本の幼児教

育において，子どものいざこざに対して，

保育者は外側から事の推移を見守り，子ど

もたちの自主的な問題解決を促すことが多

いことが文化比較研究から明らかにされて

いる（Tobin, Hsueh, & Karasawa，２００９，

訳：風間ら，２０１３）。このような日本の養

育態度は，諸外国から「放任」や「傍観」

といった批判もあったが，日本の「見守

る」保育はそれらとは区別される，子ども

たちの自律性を育むことを目的とした「待

つ」保育である（中坪，２０１６）と述べてい

る。「見守る養育」を行う養育者は，おそ

らく，大人から言われなくても自分自身で

行動できる子どもに育ってほしいという発

達期待があると考えられる。そのため，養

育者による「見守り」は，「褒め」や「叱

り」と比べ，養育者からの直接的な介入が

少なく，子どもの主体的な行動が促進され

る働きかけであり，子どもの自尊感情を向

上させる働きを持つものであると推察され

る。

しかしながら，海外の保育者が批判した

ように，見守りは「放任」や「傍観」と混

同されやすい概念であることは否定できな

い。自尊感情と同義的な概念である「自己

肯定感」と褒められる経験，叱られる経験
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との関係性について検討した先行研究があ

る（国立青少年教育振興機構，２０１７）にお

いて，褒められた経験が少なかった者の中

でも，叱られた経験が少ない人よりも叱ら

れた経験が多い人の方が，自己肯定感が高

い傾向にあると報告されている。要する

に，この先行研究の結果から，褒められた

経験も叱られた経験も少なかった者は，自

己肯定感が低くなる傾向があるということ

が示唆されている。この褒められた経験も

叱られた経験も少なかった者の経験を，

「放任」や「傍観」と捉えると，自己肯定

感あるいは，自尊感情の低下につながる，

という可能性が考えられる。

このような日本において重要視されてい

る養育者の「見守る養育」が，子どもの自

尊感情にどのような影響を与えるかについ

て検討した論文は「褒め」や「叱り」と比

べて数少なく，明らかになっていないのが

現状である。

５．「褒め」・「叱り」・「見守り」と自尊感

情について

これまで述べてきたことから，養育者や

教育者の「褒め」・「叱り」・「見守り」とい

った働きかけは，それぞれが子どもの心理

社会的な育ちを促進するために必要不可欠

な関わりであると言える。そして，この，

「褒め」・「叱り」・「見守り」をバランスよ

く用いて子どもに関わることが，子どもの

よりよい発達を促進すると考えられる。依

田ら（２０１６）は，小学校での教師から子ど

もたちへの「叱り」場面の観察を行い，観

察された１４の「叱り」の場面について，中

嶋（２０１４）「自己肯定感を高める「叱り」

に必要な子どもたちへのかかわり方」の１１

項目と照らし合わせて考察を行っている。

その際に，教師が「叱り」だけではなく，

「褒め」や「励まし」なども合わせて用い

ている場面が見られたことを報告してい

る。教師は子どもを叱った後には，その子

どもを近くで見守り，そして，他の場面に

おいて褒める機会を設けることによって，

子どもとの関係性を調整していることが推

察される。このように，養育者や教育者な

どの子どもと関わる大人たちは，「褒め」

や「叱り」，そして「見守り」を単独で用

いるのではなく，それぞれのバランスを考

えながら子どもたちと接しているものと考

えられる。そして，そのバランスが適切な

ものであることが，子どもたちとの信頼関

係の構築につながり，延いては，子どもの

自尊感情のような肯定的な自己評価につな

がるのではないだろうか。

６．内的作業モデルと親の養育態度および

自尊感情について

内 的 作 業 モ デ ル（Internal Working

Model）と は， Bowlby（１９６９，１９７３，

１９８０）により提唱された概念であり，坂上

（２００５）によれば「子どもがアタッチメン

ト対象との相互作用を通して，周囲の世界

がどのようなものであるのか，母親や他の

重要な人物がどのようにふるまうのか，自

分自身がどうふるまうのか，といった，自

己と他者および周囲の世界に関して構築す

る表象モデル」とされている。内的作業モ

デルは，自分が他者から世話され保護され

得るかどうかという「自己」に関するモデ

ルと，他者が自分の要求に応えてくれるか

どうかという「他者」に関するモデルの２

つからなり，前者のモデルを「自己感」，
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後者のモデルを「他者感」という（泉ら，

２０１２）。そして，各個人が持つ内的作業モ

デルの様式に対応した行動スタイルが，対

人場面で現れることがこれまでの研究から

明らかとなっており，このような行動スタ

イルは「愛着スタイル」と呼ばれる（泉

ら，２０１２）。親の養育態度と子どもの愛着

スタイルの関連について，岩瀬ら（２０１６）

によると，乳幼児のシグナルに対して，養

育者が受容的で応答的であると，乳幼児

は，自分は愛される価値があり，他者は良

いものであるという安定したモデルを内在

化するが，反対に，乳幼児のシグナルに対

し，養育者が回避的，拒否的であると，乳

幼児は，自分には愛される価値がなく，他

者は信頼できないものであるというような

不安定なモデルを内在化するという。この

ように，子どもの保護の求めに対する養育

者の働きかけによって，子どもの中にそれ

ぞれ異なった「内的作業モデル」という心

的表象が徐々に形成されていくと考えられ

ている。成人愛着研究において，養育者は

自分の保護の求めに応えてくれる存在であ

るか，といった他者に対する期待や信念

（他者感）を「親密性の回避」（愛着対象

との親密な関係を回避するかどうか）とし

て捉え，自分は養育者から愛され養育され

る存在であるのか，といった自己に対する

期待や信念（自己感）を「見捨てられ不

安」（愛着対象から見捨てられるかもしれ

ないという不安が高いかどうか）と捉える

という（中尾，２０１２；中尾ら，２００４）。そ

して，「親密性の回避」と「見捨てられ不

安」の２因子がそれぞれポジティブか，ネ

ガティブかによって，４つの愛着スタイル

を構成している（中尾ら，２００４）。その４

つの愛着スタイルとは，（１）安定型が，

「親密性の回避」と「見捨てられ不安」と

もにポジティブなスタイル，（２）拒絶型

が，「親密性の回避」がネガティブで「見

捨てられ不安」がポジティブなスタイル，

（３）とらわれ型が，「親密性の回避」が

ポジティブで「見捨てられ不安」がネガテ

ィブなスタイル，（４）恐れ型が，「親密性

の回避」と「見捨てられ不安」ともにネガ

ティブなスタイルであるという。

このように，愛着スタイルは，養育者と

の関係性の中で徐々に形成されていくもの

であるため，親の養育態度の影響は受ける

ものである。

島（２０１４）によると，幼少期の養育経

験，あるいは子どもの親の養育態度（ケア

と過保護）についての認知が，内的作業モ

デル（関係不安と親密性回避）を媒介し

て，社会適応（自尊感情と対人関係）に影

響するというモデルが成立することが明ら

かとなっている。そして，親の養育態度を

肯定的に認知しているほど，内的作業モデ

ルの“不安”と“回避”が低く，そして，

“不安”と“回避”が低いことが，社会的

適応（自尊感情，対人関係）を良好なもの

にするという。先行研究から，子どもの親

の養育態度の認知が，子どもの内的作業モ

デル形成に影響し，自尊感情の向上および

低下につながることが明らかとなってい

る。

７．本研究の目的

子育てにおける「褒め」・「叱り」・「見守

り」のバランスが子どもの育ちを促進する

と考えられる。しかしながら，「褒め」・

「叱り」・「見守り」それぞれが子どもの発

－ 59－

ｅｒ／跡見学園シリーズ／跡見学園女子大学／心理教育相談所紀要　第１８号／なかむら／０５５‐０７０　親の「褒め」　吉田　　Ｅ



達に与える影響ついて扱った研究はなされ

ているが，三つ同時に扱った研究はない。

そこで，研究１の目的は，子どもの発達

に良い影響を与えるであろう，「褒め」・

「叱り」・「見守り」のバランスについて検

討する。

さらに，これまで述べてきた先行研究か

ら，次のようなプロセスを仮定することが

できる。「褒め」・「叱り」・「見守り」とい

った親の養育態度の認知が，子どもの内的

作業モデル形成に影響して，自尊感情の向

上及び低下に結びつく，というモデルであ

る。

そこで研究２の目的は，このプロセスを

検証するために個人の内的作業モデル（親

密性の回避と見捨てられ不安）を媒介変数

と仮定し，「褒め」・「叱り」・「見守り」と

いった親の養育態度が青年期における個人

の自尊感情にどのような影響を及ぼすのか

について検討する（図１，図２参照）。

� 方法

１．調査対象者

本研究の調査協力者は，関東圏内の４年

制女子大学に属する大学生２６６名（１年生

９７名，２年生１１０名，３年生４７名，４年生

１２名）であった。

２．研究方法

Googleフォームを用いて質問紙調査を

実施した。

３．手続き

調査は，当該大学の講義後に，無記名式

にて実施した。調査時期は２０２１年７月～９

月であった。実施に先立ち，対象者に考え

込まずありのままに回答すること，無記名

式のため個人が特定されることはないこと

について教示した。

４．質問内容

図１ 媒介変数（親密性の回避）の効果を示すモデル

図２ 媒介変数（見捨てられ不安）の効果を示すモデル
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（１）基本属性

対象者の基本属性として，学年，所属学

部，及び所属学科について尋ねる。

（２）「褒め」「叱り」「見守り」の認知に関

する質問

調査協力者の親もしくは養育者から褒め

られる経験，叱られる経験，そして，見守

られる経験のうち，どの経験が多かったか

について尋ねる質問項目を研究者が独自に

作成した。

（３）一般他者を想定した愛着スタイル尺

度（中尾ら，２００４）

他者に対する愛着スタイルを測定する尺

度であり，「見捨てられ不安（Anxiety）」，

及び「親密性の回避（Avoidance）」の２因

子，計３０項目から構成されている。７件法

で回答を求める。

成人の愛着研究において，内的作業モデ

ルの測定には，恋人との愛着スタイルを測

定する尺度であるECR（the Experiences in

Close Relationships）が規準的尺度として

多くの研究で使用されている（島，

２０１０）。このECR日本版尺度「成人愛着ス

タイル尺度」を中尾・加藤（２００４）が作成

している。そして，中尾・加藤（２００４）

は，初対面の段階から対人関係を形成する

場合の他者との相互作用パターンを想定す

るためには，従来の恋人を対象とした愛着

スタイル尺度では困難であるとして，一般

化された他者を想定させ回答させる愛着ス

タイル尺度である「一般他者を想定した愛

着スタイル尺度」を作成している。そこ

で，本研究において大学生の内的作業モデ

ルの測定には，この中尾・加藤（２００４）が

作成した「一般他者を想定した愛着スタイ

ル尺度」を用いる。

（４）自尊感情尺度（山本ら，１９８２）

本尺度は，Rosenberg（１９６５）が作成し

た自尊感情尺度における日本版であり，１

因子，１０項目で構成される。５件法で回答

を求める。

５．分析方法

�まず，収集した各変数の相関関係につ
いては，Pearsonの積率相関係数を算出す

ることで検討した。

�次に，内的作業モデル及び自尊感情の
平均値が，６パターンの親の養育態度によ

って異なるかについて，一元配置分散分析

で求めた。

�そして，６パターンの親の養育態度が
内的作業モデル及び自尊感情へ与える影響

と，内的作業モデルの媒介変数としての機

能を明らかにするために，構造方程式モデ

リングによるパス解析を行った。

�分析の際には，測定した親の養育態度
を，Target encodingによって数値化し

た。Target Encodingとは，主として機械

学習の分野で用いられるカテゴリ変数の変

換手法の１つである。目的変数の平均値を

該当するカテゴリ変数のダミー値として置

き換える方法であり，回帰分析を実施する

際には他のエンコーディング手法より良い

結果を得られやすい。本研究では疑似相関

の発生を避けるため，得られたデータを３

分割した上でフォールディングを行った。

解析にはIBM SPSS２５．０及び，Amos１７．０

を使用し，有意水準は５％未満に設定し

た。

６．倫理的配慮

跡見学園女子大学研究倫理委員会にて承
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表１ 基本属性（学年）ごとの親の養育態度の回答状況

認を得た。（受付番号２１―００１）

� 結果

１．研究１：「褒め」・「叱り」・「見守り」

のバランスについて

（１）基本属性（学年）ごとの親の養育態

度の回答状況

基本属性（学年）ごとの親の養育態度の

回答状況は表１のとおりである。

（２）「褒め」・「叱り」・「見守り」の順位付

け

本研究において，「自尊感情」得点の平

均値が高かったパターンの親の養育態度を

最も子どもの発達に良い影響を与える養育

態度であると捉えることとし，６つのパ

ターンの養育態度を順位付けする。その結

果，１．「見守り」＞「褒め」＞「叱り」

（２６．８９），２．「褒 め」＞「見 守 り」＞

「叱 り」（２６．１），３．「叱 り」＞「見 守

り」＞「褒 め」（２５．４），４．「褒 め」＞

「叱り」＞「見守り」（２４．８２），５．「見守

り」＞「叱 り」＞「褒 め」（２４．８），６．

「叱り」＞「褒め」＞「見守り」（２４．７６）

であった。

（３）３つの変数（親密性の回避，見捨て

られ不安，自尊感情）における相関係数

表２に３つの変数（親密性の回避，見捨

てられ不安，自尊感情）における相関係数

を示した。分析の結果は以下のとおりであ

表２ ３つの変数（親密性の回避，見捨てられ不安，自尊感情）における相関係数
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表３ 親の養育態度と愛着スタイル（「親密性の回避」及び「見捨てられ不安」）及び「自尊感情」（平均値とSD及
び多重比較の結果）

る。「親密性の回避」は，「自尊感情」（r＝

―．２４４，p＜．０１）と負の相関を示したが，

「見捨てられ不安」とは有意な相関関係は

認められなかった。「見捨てられ不安」

は，「自尊感情」（r＝―．５５４，p＜．０１）と負

の相関を示した。

（４）６つの養育態度間における愛着スタ

イル（「親密性の回避」，「見捨てられ不

安」）と自尊感情の平均値の差

続いて，６つの親の養育態度間に愛着ス

タイルの「親密性の回避」および「見捨て

られ不安」の平均値，「自尊感情」の平均

値に差が見られるかどうかを調べるため

に，一元配置分散分析を行った（表３）。

その結果，親の養育態度と「親密性の回

避」の 間 に 有 意 な 差 が 見 ら れ（F

（５，２６０）＝３．９８，p＜．０１），「叱 り」＞

「見守り」＞「褒め」の方が「見守り」＞

「褒め」＞「叱り」と比べて親密性の回避

得点が高かった。なお，「見捨てられ不

安」の得点（F（５，２６０）＝．８０，p＝．５４）

と「自 尊 感 情」の 得 点（F（５，２６０）

＝．６０，p＝．７０）には有意な差は見られな

かった。

２．研究２：親の養育態度が内的作業モデ

ル及び自尊感情に与える影響

「親密性の回避」および「見捨てられ不

安」が親の養育態度と自尊感情との関係を

媒介するか否かを検討するために，共分散

構造分析を実施した。なお，親の養育態度

において学年別の有意差が認められたた

め，予めパスを引きその影響を統制した。

その結果，「親密性の回避」を媒介変数に

仮定したモデルでは各々の適合度指標は概

ね許容できる値を示した（GFI＝．９９７；

AGFI＝．９８３； RMSEA＝．０００； AIC＝

１７．７７７）。親の養育態度から愛着スタイル

における「親密性の回避」へのパスは有意

傾向（p＝．０５８†）であり，「親密性の回

避」から「自尊感情」へのパスは有意（p

＜．００１）であった。このことから，「親密

性の回避」における媒介効果が認められた

（図３）。
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図３ 親密性の回避を媒介変数とした媒介分析

図４ 見捨てられ不安を媒介変数とした媒介分析

なお，「見捨てられ不安」を媒介変数に

仮定したモデルでは同様に各適合度指標は

良好な値を示したものの（GFI＝．９９７；

AGFI＝．９８３； RMSEA＝．０００； AIC＝

１７．７９７），親の養育態度から「見捨てられ

不安」への有意なパスが認められなかっ

た。このことから，本モデルではその媒介

効果を認めることはできなかった（図４）

� 考察

１．研究１：「褒め」・「叱り」・「見守り」

のバランス

研究１の目的は，子どもの発達に良い影

響を与えるであろう「褒め」・「叱り」・「見

守り」のバランスについて検討することで

あった。

研究１では，６パターンの親の養育態度

間に愛着スタイルにおける「親密性の回

避」および「見捨てられ不安」の平均値，

「自尊感情」の平均値に差が見られるかを

調べるため，一元配置分散分析を行った。

その結果，「親密性の回避」のみ有意差が

見られ，「叱り」＞「見守り」＞「褒め」

の方が「見守り」＞「褒め」＞「叱り」と

比べて「親密性の回避」得点が高かった。

なお，愛着スタイルにおける「見捨てられ

不安」と「自尊感情」との関連は見られな

かった。

このような結果をもとに，親の養育態度

である「褒め」・「叱り」・「見守り」のバラ

ンスについて考察する。本研究において，

「自尊感情」得点の平均値が高かったパ

ターンの親の養育態度を最も子どもの発達

に良い影響を与える養育態度であると捉え

ることとする。

（１）自尊感情得点が最も高かった親の養

育態度

６つの親の養育態度それぞれの自尊感情

得点の平均値を順にみると，自尊感情得点
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が最も高かった親の養育態度は，「見守

り」＞「褒め」＞「叱り」（２６．８９）であっ

た。これは，「褒め」や「叱り」よりも

「見守り」を多く経験しており，「叱り」

よりも「褒め」を多く経験している親の養

育態度のパターンである。叱ることや褒め

ることは，養育者自身が好ましいと感じて

いる価値観を子どもに伝える行為であると

言える。そして，見守ることは，子どもが

自ら考え行動し，成功体験を積むことがで

きるような環境を整えることで，自主性や

自律性を促進させる働きかけであると言え

る。そのため，「褒め」や「叱り」よりも

「見守り」を多く経験している子どもは，

自分自身の判断や行動に対して自信を持つ

ことができ，自尊感情が向上するのではな

いかと考えられる。先行研究においても，

過保護や過干渉的な関わりや，放任や冷淡

な関わりではなく，愛情をもって適度な距

離感を保ちながら子どもの自律を促すよう

な関わりが，子どもの自尊感情の向上につ

ながることが示されており（山下ら，

２０１０），本研究の結果からも同様な結果が

得られている。そして，「褒め」は，養育

者から子どもの言動に対して肯定するよう

な働きかけであり，「叱り」は，「褒め」と

は反対に，子どもの言動に対して否定する

ような働きかけである。肯定的な働きかけ

が自尊感情の向上につながり，否定的な働

きかけが自尊感情の低下につながる（佐藤

ら，２０１３；野村ら，２００８）という先行研究

からの結果と同様な結果が得られている。

（２）最も自尊感情が低かった親の養育態

度

そして，最も自尊感情得点が低かった親

の養育態度が，「叱り」＞「褒め」＞「見

守り」（２４．７６）であった。これは，「叱

り」を「褒め」や「見守り」よりも多く経

験しており，「褒め」を「見守り」よりも

多く経験している親の養育態度のパターン

である。「自尊感情」得点が最も高かった

親の養育態度とは対照的に，「褒め」や

「叱り」といった養育者の好ましいと感じ

ている価値観を子どもに伝える行為が多

く，子どもが自ら考え行動する自主性や自

律性を促すような関わりが少ない。これ

は，つまるところ，統制的あるいは過保

護・過干渉な養育態度であると捉えること

が出来ないだろうか。柴山ら（２００４）は，

大学生を対象に，自尊感情と１６歳までの両

親の養育態度への認識内容との関連につい

て研究している。その結果，女子は父親と

母親どちらにおいても自主・独立を強く促

されたと感じている者ほど，自尊感情が高

い傾向が見られたと報告している。そし

て，その結果について，幼いころから心理

的独立を促されたり，行動の自由を与えら

れたりといった，他者から一個人として認

められる経験をすることが，自己を価値あ

る存在として受け入れられる自尊感情の高

さに結びついているのではないかと結論付

けている。また，小児期に自立的な行動を

阻害するような関わりや，過保護に育てる

ことは，その後の子どもの自尊感情の低下

につながる可能性があるという指摘もして

いる。本研究の結果においても，子どもの

自主性や自律性を促すような「見守り」と

いう親の養育態度の重要性が示唆された。

また，養育者が「褒め」や「叱り」を多く

用いるような養育態度のパターンは，統制

的または，過干渉と子どもから認知され，

子どもの自尊感情の低下につながるという
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可能性が考えられる。

２．研究２：親の養育態度が内的作業モデ

ル及び自尊感情に与える影響

研究２の目的は，個人の内的作業モデル

を媒介変数として仮定し，「褒め」・「叱

り」・「見守り」といった親の養育態度が青

年期における個人の自尊感情にどのような

影響を及ぼすのかについて検討することで

あった。

研究２では，共分散構造分析による内的

作業モデルの媒介効果についての検討を行

った。その結果，愛着スタイルにおける

「親密性の回避」の媒介効果が認められ，

親の養育態度得点が低いほど，「親密性の

回避」得点が高く，そして，「自尊感情」

得点が低くなる傾向が見られた。なお，愛

着スタイルにおける「見捨てられ不安」の

媒介効果は認めらなかった。本研究におい

ても，親の養育態度を肯定的に認知してい

るほど，「親密性の回避」の得点が低く，

「自尊感情」も高くなる傾向が窺え，一部

ではあったが，先行研究と同様の結果が見

られた（金政，２００７；島，２０１４）。このよ

うな結果をもとに以下に考察をする。

（１）親の養育態度と内的作業モデル（親

密性の回避）

「叱り」＞「見守り」＞「褒め」の方

が，「見守り」＞「褒め」＞「叱り」と比

べて「親密性の回避」得点が高い傾向が見

られた。

「叱り」＞「見守り」＞「褒め」という

養育態度は，「叱り」と「見守り」を「褒

め」よりも多く経験している親の養育態度

パターンである。養育者の「叱り」は，子

どもの問題行動の抑制や，子どもの人格形

成や社会化において非常に重要な役割を果

たすものであるが，その一方で，子どもの

行為を否定するニュアンスを含んでいる。

そして，「見守り」は子どもの自主性を促

す働きかけである。これらのことから，こ

の養育態度のパターンを経験した者は，重

要な他者である養育者に対し依存的になれ

ず，自分のことは自分で選択し行動しなけ

ればならないため，「他者」よりも「自

己」に向きやすいと考えられる。また，自

己を否定される経験を，重要な他者から肯

定される経験よりも多くしていることか

ら，他者と親密になることに対する抵抗で

あり，また，他者への信頼感の欠如である

「親密性の回避」が高い傾向がみられたの

ではないかと考えられる。

そして，「見 守 り」＞「褒 め」＞「叱

り」という養育経験のパターンは，「見守

り」と「褒め」を「叱り」よりも多く経験

している親の養育態度パターンである。養

育者の「見守り」や「褒め」は，子どもの

自主性や自律性を尊重する関わりであり，

また，子どもの行為を肯定するニュアンス

を含んでいる。養育者という重要な他者か

ら一人の人間として認められ，受容される

経験が否定される経験よりも多いため，他

者と親密になることに対する抵抗であり，

また，他者への信頼感の欠如である「親密

性の回避」が低くなる傾向がみられたので

はないかと考えられる。

（２）親の養育態度と内的作業モデル（見

捨てられ不安）

そして，本研究の結果から，親の養育態

度の認知と愛着スタイルにおける「見捨て

られ不安」との間には関連が見られなかっ

た。
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山口（２００８）は，大学生２５６名を対象と

して，回想された両親の養育態度の認知

が，一般的な愛着表象と関係特異的な愛着

表象に与える影響について検討しており，

その結果から，「回想された両親の養育態

度認知は，一般的な対人関係にまつわる不

安との関連は小さく，関係特異的な他者と

の間での関係不安とより関連していると言

える」と述べている。そして，この結果に

ついて，「見捨てられ不安」とは，特定の

愛着関係を持った重要な他者との関係によ

ってより喚起されるものであり，一般他者

への「見捨てられ不安」との関連が薄かっ

たのではないかと結論付けている。この先

行研究同様，本研究においても，親の養育

態度の認知は，一般他者への「見捨てられ

不安」との間に関係は見られなかったので

はないかと考えられる。

（３）内的作業モデル（「親密性の回避」，

「見捨てられ不安」）と自尊感情

次に，内的作業モデルと自尊感情の関連

について，愛着スタイルにおける「親密性

の回避」および「見捨てられ不安」が高い

ほど，「自尊感情」が低い傾向が見られ

た。これは，先行研究と同様の結果が得ら

れている（金政，２００７；島，２０１４）。

�まず，愛着スタイルにおける「親密性
の回避」と「自尊感情」の関連について考

察する。金政ら（２００３）は大学生を対象と

して，愛着スタイルと社会的適応性の関連

についての調査研究を行っている。他者と

の親密さを回避する傾向が高いほど，「社

会的活動障害」や「うつ傾向」といった精

神的健康状態が悪くなり，また，関係にお

ける自己認知では「社交性」と「魅力性」

が低くなり，自己を肯定的に捉えることが

出来なくなる傾向が見られるという。本研

究においても，「親密性の回避」が高いほ

ど，自分自身を全体としてありのままに受

容し肯定的に評価する「自尊感情」が低い

傾向が見られた。その理由としては，先行

研究でも述べられているように，他者は自

分の求めに応じてくれる存在であるかとい

う他者に対する信念や期待をもつことがで

きないために，受け入れられない自分自身

への価値や評価が低下したものと考えられ

る。

�次に，愛着スタイルにおける「見捨て
られ不安」と「自尊感情」の関連について

考察する。斎藤ら（２０１２）によると，青年

期における見捨てられ不安は，「重要で身

近な他者（集団）に承認される自信がな

く，自身の価値観をありのままに主張する

と，重要で身近な他者（集団）から嫌われ

るのではないかという不安から自己犠牲的

な認知・行動を過剰に選択する心理傾向」

と定義されている。また，金政ら（２００３）

においても，自己モデル（関係不安）が高

いほど精神的健康状態は悪くなり，親密な

関係においても関係不安による自己確信の

なさが見られると報告されている。つま

り，「見捨てられ不安」が高いほど，自分

自身が他者から受け入れられ，愛される自

信がないために，他者からの評価に依存す

る傾向が見られるということである。これ

らのことから，本研究においても，「見捨

てられ不安」が高いほど，自分自身を全体

としてありのままに受容し肯定的に評価す

る「自尊感情」が低い傾向が見られたので

はないかと考えられる。

３．本研究の限界と今後の課題
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そして最後に，本研究の限界点と今後の

課題について述べる。

�まずは，調査協力者の養育者からの被
養育経験についての調査方法についてであ

る。本来であれば，順序尺度以上を採択す

るのが基本であり，この「褒め」・「叱

り」・「見守り」のバランスの測定方法につ

いては今後も検討していく必要がある。

�そして，今回の分析結果において，６
つのパターンの親の養育態度の分類ごとに

自尊感情得点にそれほど差が見られなかっ

た。その要因として，同じ養育経験パター

ンの分類であっても，大きく差が見られた

可能性がある。「褒め」，「叱り」，そして

「見守り」はそれぞれポジティブな効果と

ネガティブな効果を合わせ持っているもの

である。そして，どのような状況で，どの

ように用いられたのかによっても，受けと

り手の感じ方は大きく異なると考えられ

る。本研究において，「褒め」・「叱り」・

「見守り」のバランスに重点を置いたが，

今後はどのような状況で，どのように用い

るか，についても加味する必要があると考

えられる。

�そして，本研究は，大学生を対象とし
て，幼少期の被養育経験を想起して回答し

てもらったものであり，実際の幼少期の親

の養育態度とは異なっている可能性も考え

られる。現在の養育経験が想起されている

可能性もあり，今後検討していく必要があ

るだろう。
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